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ど二、う J,'i、であ；：， 0 F
山川
J]'.)Il：紀末！主 Jト「；コ(i刊行＇rTHか］（二心ιfJC, 
r斉1tMo）；芯［zj（土，：γ ＇） ！.＇、J、山 ＼；J践を7杉
一－ JOJl:'－ジ！ン l，り、
戦略（r-J},t;.fぎなりを体系flごしたものと－－~えるの
l'.1 ill 紀1~ ＇！＇0 の n引にが，紅済発JRの問題にまl巨 ti命的
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に上－) -c派生す乙政策の理論的有怠'itfをL、iJ、に「：
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すでlてi＞、Jごと ji :J , 1りl付イI,1－，了 f/ 
会：.：＇fif', 
L;f:f仁政；＇（山推 jf；二;:-/J{,J：ペiで、＇；＿U'z；：ド）Iiメ険と，
主ヌナ－f以降のfンド経済学者にたずJてit,ご；＋－ ＇＇ご｛えうど－ 7, Jう、,j、さjl ,;:, TI1(fiびJ変｛！’i上，
名，、 本質的に資本の問題ではたく，経済組{['d王』GLt, 

































C. ('., Bomi,;iy, 1山 I） をもって t'l出｝J；＿任主誌を汝
新大陸アメリカに降盛をきわめた、＇iU寺，こ;j，；上，:¥':it ion;i 1 I'I川 111mg来 Lた。灯、iを， ノけ［.］口＼寸断委只会
アメリカ制度学派山インド版としての 119去をもっlrtiな後のi！］］＼：会議派政府('ommitt什）、二工イi ;Jjifij, 
とたえる＜ 1U7)0「19，！ぷ，1;E主主政策｝＇ T~)lJ (lndu日triall川 l《yに上る
経済7十一子山経済発展にflする接近方法は，「iけらい fti主主E交：ruhSt:11,-mcnt, .¥pril r；八日IIS） と，
経涜i古車，}jの分野にお組織の特殊性を前提として，色｝（、 iリ；｝（〉）議j!Jndust了ial l'"li,・y T.:t>solu1in1t，人p,il


















:1｝代のれぷを告り，事事前；＇ iI司の 'X•: f い時r:(, －予知iJ -
転機となる。 I＆ネノレーを｝議長とする国民会議派の念行4
J動i委l¥ ；のお..1旬iU:, "I，主後， M民会，：＆：Ji'，政界f,・ 
って継承され， 1945年の「政府産業政策に関する声明J












バ工業政甘l；：：·明の t~ 本方去とその生協， とくに公共（；！日ぺ
自IJ設の1主総」（所内資料38調研究 No.5）として巡め
υれてい ζので，その成引を期fiしたい。
（注17) 教授iよ， ラナ F グとに日I］の；意図；， Lイソ l
ザ出LUしt:20世紀前半の巨匠経済学者であろう。経済学
,1とし、＞IHtHノi'『インド労働行防級』 （TheIndi削





The Rural Economy of India, London, Longma・
ns, Green & Co. Ltd., 1926, 262p，総合 fンド研究七
訳，『印度農業経済論』昭和18年や， TheFoundatιon 
rヅIndian&onomics, London, Longmans, Green & 
Co. Ltd.は，その代表的労作である。
「イン l、勺l
ノナ一 ＇） ,; J立場tjr較さ H／こい。 J、わ入i家浩 i＼『ア） 〆
の中の日本』 （第2鰐「ア、フア研究の全般的な展E耳」
14?～143斗一三／）よりヲI!IL ft生十J生活E立ヨ一ロツパ
ては i として民侠学者じよび？よff~I史家の絞点か （， 研究
されときた。岨…・農村および村務の組織に関する照~
Uf時r,i., i Lて芳ぐいる， j平ー済り~余［土問， －ロッ’＇，／； fl: 
i＇：サ＼ cLとし γliJ]らかに災業別上りもは之，か；こ！li）叫あ
り，泊、ゥf(裂とみなされるいわゆる仁業制度の佼；性か
ん， 'i:S ！：（の形加えJ 私一 s諭し／ご。 t~ か，農業と農村 fI tそ
h l’l J干の猶！民法日｜］をもっている。 したがって C"c染の丹十一
史と l'.'tH経済υ〆J¥'fヒと ι無視 L！：経済’γの研究い．部
分 （jであるのみでなく，不完令ーならざるをえなL、。そ
れは出q合的 f：ぅ1を発ilな民鉄在米憶に（Hしない￥，のと





























アー（I' T. Hauer）と T・パロー（T.Ba lo1'li 1ある






































































































































































か他〔／）資源，，，・fr効な配分；士関す；：， l,のであ t)' 資
















守l＇.！ ，技制・r白酌．経J斉i'灼土え；管j( （《白l,ni，岨al川 1dl'('Oll《
nn rn 
定盤的尺度がある。
二＇； ；＼，特定の工学的 z 技鉢r(t'J r'ータを扱う
“technical project aspect”を必要とするJ〔15〕。













話fL~ ？う； 5 カ年計1il1i 円基本構，tJ｝，を勧告 L た f計l賢

























パ，， fーの思想的：t:切を）Jljとすれば，土7，ち「（il 「：¥riHi空間 In理論同？？！を＇）、ー i毘；h};: 
マハラノピスに向かっご，号平山村心it, 資本イ＞ 1：・の μJdi1'rfr1:c，ピ/J:.これは町＇ご L Rごっ
近代的？！：会のj1_1‘、－fの育成とi母h＇；の r1,n長i発W.':it.IH'I：，杢11,11Jr ,ri:点
(JZJ{ i :f01怠欲なく Lで；t不 i分でふ弓こ土を強く指、，PR
 
戸？として，年防空三理コ，；1(t'.Jに＇i:：ュモ：t,'-；：＿ 三ど，
ji);jしたことにあるのゾ！？て二の資金，i十両の問予｜、j ·~ , 技術的側i市引士、
、ハラノピスが投資J.lt生産前点川市だ
if)c匝完全選択「るにでった思ちーそのものが， 経済的
工fして‘二，＇） 1,1 r~－をトーケ式ι＇）物財ォ f・河川｜支｛材士 t湾人！ .て、
長；！点，＿7）間f干ミとす－－ ＇.：，よIl茸IHni,n｛本系と L:H十sどし










マハラノピスの投1tパ，， -yーのがi£の批判は，マハラノゴ，，t立＇＼！ とい＼・!I可tkiJi）＇、十；こJ・.3， γ て；t、
と！日J1i'Jil\rn~ n fr}M'tに討すみものであるどともに' ! 1<'. ifo'i(J イン；° iケ→ノコ Lr合併iリiに寸うため、
工主化という栄( L ド山上hi,’fJ>'.ti（こuf主）3:5い，. ・)v'li析 jfii ；こっ l、、ご〆／；に＇.~＇. j l ；円tll'!J,r,',;~：幣fPJJトA









L't HIこして，Jハヲノビぺは，もVノ＼も！令、 pふれいモ ：, ；）ミ：こ－J1:1 ／二ゾ〕、＇） Jサ1/i'tJP{i,毛とLご｛：、！とと／よ
］見ヲミインドの，，q告を｛，，じぐ
L、：与山f：んうか。 七fこ， r. ~／｛＇｛じん：｝戊J)J j・ふ／こめに，
:~ j：と i1Jl寺、1-fJ-(1(1；二／￥1！ジとしなけjcfft仁人 h・，、 tく
fじと L、う’ヰミy，乙i二ぴ）み，'.), 
J辻汽＇i私自在JJ七..）土＇IL向1YJ1iJ'l{：こ， ＇、 υに
10:'!'fi'(J：二it Ii:本i'tcJ'lI:l与ん＼ネイ.＇）；：と献に t iて、
どの段！支のr!i.；必肢を： i,. p に！； ‘-l I j身、しI)li:Jhli向を，ーしゾーノルー「世i/H長仏i1tiと〈ち 3二と，J、， l ノ 1、
子｝え仁＼、；ム i二人うー・3日本IH’u,tr;1;11Jと抗日tu十牛1]'i;';i¥l1J山ゴ，＇fll1J分
J，、 yれJII i主教段が1v1aJrな分析合うと；－ように，「，L1＇土〔＇.h抑Ir,nため cl)J-－レDJモ戸fレi土， 十／！
ノにくj/,)if,1)/.J；」， ）びj,;¥ 両）j式として採Jll~JLJる／こYしと L：き j' cl) ・c { r主力d卜［両［モなJ長／1：であハて，
僕裂が成功するためのJハラノヒス自身、ふ勺（ご、であと｝二とがあき九う 4にさjしてきた：
1iiJ占どしし、＂：然キ Il怖うような形でi攻京的諸手段＇.＼：：:;n ＇.！ 次，;f・代主的見解としてベ ，'JT -・ft, まず，
Xii包－J；~必要ぴ P あることを力説して 1‘、／二
d，っとft一Il：の ij を 1,,J ける必•，fがある。
[I]!{ fir1与のl;_ld三ヵ：－－JM1りに↓芝山知I：二、日m
l
• ¥, I < 
'-- - i -1.' いもf":}!'t(Jlブ日、のそれにif＜－右三j心ど l、うだえ）jに
どっていこ三と c'.）；口、1..／.：に民怠を，）く jη と山立IJ.よ（二，J-3b、て，ソハブノヒス：I)1ifU可思想it、/( ＜の円r:¥.1: 

























と二 7,:t大、予＼ ' kU＇，’トゴ），；ιJ;cl]:1 i二｛！＜｛［ J・ 
J立資'JY,目白ハvf一仁f¥.; J乙されふ見解i！？ も、‘一、】，~; I 1iか物（Jjl之；（i!,: ,fr i¥! J・ ふか t',
と：~－ ,j l i二｛、子う資金配分の両に F長点が Jj'( J-:・, ,! した1J.人1'ti氏本（！）開発を否定 J- ノ＇.， fr古 ;,I~ に七
IT.Jl( J）伝統的態！主の変不こそイン
二七jL；上，；工、
I3 .ヒギンガ1'i述のよJjlji技術の {Q!Jrfoについては，u . :) :', ,).J ，＇.仁 L、ハ





v’A 、1トユ‘ Y 、1、tム／ l ' ' ＇ニ。
1965020034.TIF
のための主要戦略資材， Fなわち欽摂，セメント， だ。氏主主義と社会主義を両立させ，伝統的｛耐直
志力，肥料、硫酸，苛性、ノーゲラヅー f）火， 木材 の号電と開発事業の調和を求め，生産性の向iと
写の生産と消費の物足バランス衣を町議としてw 技術的失業の回避を計り， 巧急的速かな独立・政
日立する。 治的依存：の拒否ど開発のための援助要請を両立さ
壬ム「子H際（士‘ 白；史；；＋1両i；二ぷさ；／Lる経；斉規模に依 せ之Jt仁1:', インドi攻府；主相主fする二つの条f牛をみ
存す ξ）ととて） ，.こ そ才lぞ才lの物資cl)i与費予j日lj川古臼 たそうとすぞ） 0 、／ピヱト方式の物量計画ε西欧流
提とな ξ｝｛系数ム：3ノ＼ラメ一々一のi謹tr；に
〈影響される。この係数は， Lばしば‘先進｜仏 全に実施きれない！と c
と IJi ＇け、ノピ亡トの J卜耐の経験かんとり 1hす二と そして，この：：：－－.7己的性格Ii,1計画の作成過程に
がある。それは， 官村山生産H擦をi1とめるとき j二 参加したインド人の性格的影響とインド国内の政
けでなく， 日鉄所建設たどのフ0 p ジI ケトの官会 治状況？をよく反映したものである。
規模を設定十るときに， 建設ゴス j、土民1',Uljtjl 統］・顧問（ゎ寸ノビス7と当時の大蔵大臣や社
,1¥/,J係を，片「［学的H付，i係数を、／ ，~··γ トゾ）経験 f こ i什J.,:E:iLt, 札をもと i守然科学才？としての教育をう
ぷめると L う手続きを ιJJり このように立余，th雨！ けた人たちであり，物的計画lへの傾向をもっ。け
と物置計闘を併用する計｜同技術であるこ三、 係数 1』1委任会の指導者や参加i経済学者は開発の経済政
令ハ 7＇ーケーの選択 I,，、／ピコ二トの経験士た私iに ち伝的妓j出こ傾斜をも f ）。第2次五十両の準備段階で
とハ人れたこと、 たどに不される特徴が，＇... :J L it, あきらかに前者のゲルーブ。の影響が強かぺた
バ、 ゾピ工卜 ）；式，I)経済汁1rtTJ）導入でふる EL、ろ が， ith1hJ i士双方の完全な調整がつかh＇，、主主にi面j
,:H1出iを生むに至みの それは、 3さに〕りへj二資本財 }j Lハiきえ）jを反映することにな，，たJ
生産是正h)j式グ）開発戦略を｛'1£.y仁 l ・J主すその 以上に心される見解では，第 1, il十両技術にホ
傾向を強く 1.,•＇）と，.う評価にたど〉。 される二元的’陀格が， 計画の実施にあた J 》て致命




経済，t十画が， しばしば過大な規模で外同援助を免！！ なことは， 第 lのゾピエト方式と両欧方式の混清
侍して組み立てられてL、ることは、 上く指摘され 形態が，計画の実施にとって基本的な欠陥となる
ると二んである什 これに関連して， H・1二千ンず という芳え方であるc
il, {: i：仁川1十戸l技術，＇）本質的欠陥をっさの上う i：干J ズの批判は， ，；十両投術の体系そのもの，
に指摘する あるいは；つの計画技術体系を結合しようとする






二つの局面から構成されil宅済社両のゴミ誌は，ー，ct[<I lu.1li,11）と L、ih;:, 1,グ〉三：：－， J¥2 Ji♂） 1 
ーつは「菜中型部門J（“concentrated”sector) Lド！二月比1支一J－こぎをど Jj~11 r/C: 1~ 1;t i. J）安全－J付。 合〉。
決定土実mliが小人数のかかわ土I子lfJtるもので，l」／J日，i'fi't'J1 Lア＇.）（＇）制念 1/L';,1出計上1 , 二it牛、
るj；；合をmすe他の一つは「分散型l'.fil門Jぐ＇diffased"に I弔問ふり土する f レン，，内ム川 i ： ~J；も；；免 IIJj 〔／）
if十両の施行が国民の大部分の自発京刷、toりであり，よとび）？一べてを；＼1~i'J tるもcりで｛士／工';[1;｝であ 1 て、
前者の典型十i：と参加：日欲に依子f：する場合をし、う。！、‘ の
i凡な例it, 100万トンの製鉄所を建設すること，とi二千ンブ：iこノド＇； ;!l 乙；！七l'i)l•'. !,: ノミ h 、了JJ J_, 
とし、うよ後初よ村洛共同組合を組織化すること，九六二 !J ，， いずれのふ行も‘マノ＼弓ノドての ~J1rlせ忠ι：
;f両理i山と，；f・I山｜ハ技術体系、け給私；土じて一一ー





よit ’;~ ., 
〆）'! 'JL'I IJ /. ：ご，.，店、 l~I 土はり｝lj に i/, ＇，今I_J二長官、h 社会発反り多くの人守に依存するような傾向が，




































Mt l：主Zri・Jの発展方式はインドでは 150年前に予←一，一！』？，.〆、 L l一、〆 1ーノー司 τsη 
挫折したと脅える。その原因は，本質進められ，マハラノピスの社会発展論3. 






















































































































これは， I1 I工業発展， (2）内部的社会制度の改

























































HI), Jる），；史与を t，；，ことがで ！： t二。 7 ハラ／己スi土，
f ンド内 ~rm似たに u，；七月l¥'t本 L.i"'！叫がたとうた／i
ごしL'i,•I•え I !~ i， 心レヰ；，＇~な iむ＇，＇ff があること，そのよ：
,L;:¥J：、 ｝） ）と江こ f}.,iること i]( fさ公L、ような立 rt
', j' 1／，ど）五三ぷふるごと， 耳 IJ.:( r る νワ！ご t，~しご，ノミ
ι 「＇le！）＇工，“ lextile日rst”心工会｛ヒc'),Iぷ’旦を LJ!L, 
;.;' ;,:,i;;:,J;;_i,,;fじ J る，，rrr~ft しつ •J;j；し、ととをお；向してし、
し1払-, ,1) ,I-.'h '. -」＇ - • ' -チlj/ j J士1尽く L,! i ',~: ;(, fJ ' 
) Jじ）止：，＇l'.-士λ：〕
l'J, I ♂：こり f ：上－~， i：、 ハノノ！ース ，n):1：ご：た lj'~ に
i'f 
（，（＂（） 刊行5ジJ・'t併と )J(iJ士Tド心；二：；； fょが「ヘ［，,J
J'l：（計I,!if;）；二 i、＿'-;: 1 I ,< I , : t、
コ人 J！，；，：ぷは， i'：欧lド｝仁iri1 I：.：むと，新事•n云！乏』民主主化
,,-Jれが， f長；1c的経済の1;,:.1＇.：に ;iti首むあるか， とい
,・ Ii、忽 l・. 1) X.i之と Lてれわっ fご0 r止ii吹からの経済γ：r,
プ， ;i;j; tてレヒプジョン J） 《つが， f内 l~＼ J 立f 「点 tY0J,
「クci[(r,].JI、II it・；仁出jJ〕.＇Ji，ψのtllLとおI反という j汐
＇／.＇主 Lよ＇，ru,:t、1＇ょに T）んだた：，t；土，いく去びか経ljJ!
I /・ J二＇） '(  .v:, ;:, 0 
ド T lhu<"r, Indian Fnmomic Poli,y and I)れ•e­
／什•j)J刀打1／、 London, George Allen and Unwin Ltd., 
]'Ii], 111 p. 
T. Balo日h,sυ川 ellsj,erts of Ernnomic Growth 
of' Iノ＇ndcrcfrn:lo/•ed 1 rcas, 1¥'出 v Delhi, >icttional 
('.ouncil。［ Applied Economic R<"scar℃h, 1961, G2p_ 
;,Jij I）ィ＇＇／，＇！ 、から，～＿＼ )))!t flj !, t＇与となる。
<;, l¥lyrdal, Indian leι01!0川 ic l'lanning, l¥'ew 
l lelhi, Lok SoLha, 19;;9. 
R"gnnr l¥'urkse，“Reflections on India’s flevclop-
rnent Plan”， Quarterい Jo川 ・nal of Economics, 
Vol. LX¥:I，λ・ o. 2, !¥lay l'):,7, pp. 188～201. 
:J 1: c') 1'i次.fUi'f＇／＇どーとん］ Ii及川な見解として， イ：Jj[滋
r'dU；：，「マノ、テノピス1＇，甲J，勺]IfJ：後jFアジア主主／／f.I 
;( 4 :-1，ぢ2；；－）の；いで，＇J＇した＼ Ufi'は， 他にちと（をみない
つ＼i＇・あろう c
市］ IJこU)U,i fl二位！＼’Lごht20 :1 i、P 1iijγーまでに）tj 発；／，＇~
G よ了 Lt二 J，~々の DH ：＂，仁川 Wruこ＼,I.t, ＊＇なしぺ＇it十0)(fi Jit 
がわらことーー’O
¥; 2 ＇＇二の！ Ml主に11:! .,-:1:;J 16政策み4、千子ir：てあ
, Pのこの州知士ι服するミー ・c l、νったけとしこ，これ
；ノ）iサノごしつt1d,1lH ＞；己はl(f1(-fのリ』タ＼ーシップによるプ
! ンニングiこ上九 j}fよなら品1ことが；JiらtlてL、るが，
ノノソ ングの J，巳r:となる l¥r:；，在政甘いとi；いて reacly-
made刀定えがない。 う七五fl寸のけ＇！ ,;/ iそ防i}）終，iは乍ir 
1J b：心人心が，それだけでは解決にならないのてあるj




l l f;＇~と 1 る。
｜ポ1(：二
!'I ：！~fl，下 fl二そご；：（土判定J'};t:' 1J}.'t'J立場；上h, ', 
!(i＇.字、，＿！）民主；てι配，＇－；： 7,t.
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“Certain Dimensional Hypothes巴SConcerning The 
Third Five Year Plan”， dated 19 Nov. 1%8.“Ratio・
nale of Output Targets for Third Plan Steel, 
Electricity, Coal, Cement, Sulphuric Acid, Soda 
:¥sh, Caustic SodaヘTechnicalStudies 1、yPilambar 
Pant、l'nspcctivεPlanningDi、isiけ口， PlmrningCom・
misぉion,India, March 1959. (Mimeographed papers) 
（トl:26〕“Noteof Dissent to th巴 Memoranclumof 
the Panel of Economists，，〔4〕のアベンディクス
J jよび J>robrems，グIndianEconomic Development, 
Madra話、 1958.参！日。
C:l'.:7) ：布 2次5ヵ有＇－； ,I到宇リ＇.J'.!t主ν＇）j立資本：J9.8%,
/;Jiリ！のiJI:';i対得1080億ノレピー，ノt) メ ターの（if［，ん＝
:Hiワム，ん－~G4ヲ；，， ~,=0.11, ,5，ι二 0.5:1と，1、される。こ





61%, p,=0.21, ,Ac=0.63, 1965/66年の国民所得は
L889億ノレピ守と推計される。これは，ち！］の干訴Hな部門
店q,; i i:Tによれば1900億ノレピーと舷J！・され：庄世1!'riな値で
九九り 才ハづノピスは， 2部門下ノTJl・ が， 了.JUモデん
と！ γι か／より有効であると仁てず） ,YU）よ行に述べて




ついて 1,¥, 、えることだろう。この 2部門モデノレは，変
,XI t! I ;,:I河口組切な構造的関連や治Jl'XJ1こ；i:•! から，わ
・i; （＇ く1/,')Z (J’1奪三1績を提供すろ！と。
“Statistical Tools anrl ’rech日iquesin I～rspective 
Iヰパ口口ingi口 India”， (17〕p.ら
（守之氏） P. T. Bauer, op. cit., pp. ・12, GO. 
（注29〕 Benjamin Higgins, Economic Develop. 




るのに対 L, G ・ローゼンは石炭箆業を除く産業郎門
の後｝］連関効果（backwardlinkage）の欠落に求める。
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の絞っE』， 第 2章， 量主松’【んJ三 ：5。
（ヨー24) 第 2次 5ヵ：I・ .1[_1；♂；、時間となる 2部門分割
モデノレは，
「 J.i,Si十？.c8 1 
Y1.=Yu[_I十川o l川／＇＂{ (1十お川＇－ 1}Jに示され
（日22)
る。
ただし， Y。：蒸J学年の閑民所得， Y1:t i羽のl司i己i".J
:'! （＼＂ ：基準年の投資ヰ，， , FH・ :!l lュ政投資，ん：
f'j＇／空効生産投資，戸 ι：Ft木lj’i P江川店長 1皮 Il比率，
消費財生産の資本町＇ I＇，比千： J











「＇＇； I·.にや~t本では，手f"i＇：.＇ぷ T,. ; ,'1 ".l , 1 :JOO～4似｝与の
イ＇i,:J t必要とした。低開；，＇； 1,1, t、，／..＇反日主活水 j¥l＼に注
ぺ允めに，このような iυ ，＇）lt/'li1J ご t はできない。








斗l f ，このタームに示！？れら lX:1: l、メリット i土政
<i,i: jなもの以外にない， ,' l. '・ －~ノ、 ／ ／三スの考えJj




ラトーデとマノ、ラノヒ ／； i人 fン i;・ の独立の前





















































ヲ「一 fl_：，＇，、うノ［ース山 k」 ; ＝上 r . C jlf f'(: 
（ヒの方向が i♂flさ;/l、 同会，，〕Jt，；弘元A踏み小さ ｝， L fこ
現代イ L ドにl土、 ぞれ怪i前交；：1r たとえ外ii!J/ 
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